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研 究 主 題

生徒が主体的 に創造 力を発揮 し、「生 きる力」 を はぐ くむ特別 活動 の工 夫

1主 題設定の理由

21世 紀 を担 う子 ど もたちに求 め られて いる ものに 「生 きる力」 が上 げ られてい る。近年、 国

際化、情報化、科学技術 の発展、高齢化、少子 化等社 会の状況 は、様 々な面 で大 きく変 化 して

い る。

子 どもたちは、 その取 り巻 く環境 の変化 にさまざまに影響を受 け、社 会体験 や生 活体験 の不

足 と見 られ る実状 がある。 そのため学校生活 にお いて、集団の一員 と しての 自覚 を深め、好 ま

しい人間関係、基本的 なモ ラルや社会生活上の ルールの習得等 を目指す ことが大 切で ある。豊

かな人間関係や連帯感 を もっ ことので きる体験活動 を学校生活の中で充実 させたり、地域 の人 々

との交流を深めて い くことは生徒 が主体的 に創造力 を発揮す る基盤 となると考え る。

学校の主体 は生徒 であ り、 その個性 は多様 である ことを踏 まえ、学級活動 の中で基盤 をっ く

り、 さまざまなかかわ りの中か ら、 「生 きる力」を は ぐくみ たいと考 えた。

そこで、本研究 は、「生徒 の創意が生 きる学級活動 の工夫」 と 「生徒 の興 味関 心 に亦 じた主

体的 な生徒会活動の工夫」を副主題 と して、生徒 の学校生活 の基盤 であ る学級 の中 で信頼関係

をは ぐくみ、生徒会活動 にお いて地域 との交流を深 め ることによ り、生 き生 きと活動 で きる指

導 の工夫、改善をね らいと して主題を設定 した。

皿 第1分 科会

1副 主題 「生徒の創意が生 きる学級活動の工夫」

学習指導要領(平 成1◎年12月 告示)の 中で、「選択教科 の拡大」「総合的な学 習の時間」 が教

育課 程編成 において示 されている。生徒 の興味関心 を重視 し、学級 というわ くを越 えて異年齢

の集 団で学 習 してい く形が多 くと られるよ うになる。 学級単位での活動 は、今 まで以上 に社会

性 や人間性 を学ぶ 原点 を として振 り返 り、指導 を工夫 ・充実 させて い く必要が ある。

また、不登校 の生徒 が増加 してい る現状か ら考 え、生徒一人一人が居場所 を学級 の中 にっ く

りだ し、魅力あ る学級 づ くりを進 めてい くための指導 を実践す る ことが大切で ある。 そのため

に、 生徒の創意を発揮 で きるよ う受容的 な雰囲気 を創 る指導 と、生徒が 自発的、 自治的 な活動

を発揮で きるように導 くとともに、教 師の 「待 っ姿勢」 を重視 したい。すべての生徒 を多面的

にと らえ、学級の中での 「心 の居場所」 を確保 してい くことが、 これか らの学級活動 には必要

で ある。

従 って本研究で は、「創意が生 きる」 ということにっ いて、学級の生徒 が 信頼 関係 を は ぐく

む ことが、生徒一人一人の創意 を発揮 す る基盤 とな ると考 えた。教師 の受容的 な姿勢 やはた ら

きか けによ って、学級内や学 校生活で起 こるであ ろうさまざまな課題 にっいて も、集団 の一員

や社会 の一員 と して積極的 に考え実践 して い く態度 が養 われ るであろ うと考え、副主題 と した。
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1.研 究 内容

(1)研 究 構 想 図

研 究 主 題

生徒が主体的に創造力を発揮 し、「生きる力」をはぐくむ特別活動の工夫

学 校 へ の 期 待 特別活動の目標

・生涯を通 して、た くましく生きる人間の育成 望ま しい集団活動を通して

・生涯にわたって、主体的に学習に取り組む資質や能力 ・心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図る。

の育成。 ・集団や社会の一員としてよりよい生活を築こうとする

・生 き る力 の 育 成 。 自主的実践的な態度を育てる。

・変化への対応 ・人間としての生き方についての自覚を深め、自己を生

かす能力を養う。

生 徒 の 現 状 教員側の現状と課題

・多種多様な興味 ・関心を もっているが将来性について ・個々の生徒の理解を深める方法が多様になっている。

考えが不足 している。 ・特別活動で生徒理解を生か していく方法の工夫が不足

・学級内の活動など与えられたことに対 しては動ける。 して い る。

。友だちの良い面は見ようとしているが一部の決まった ・学級集団でのリーダー育成の必要性

者としか関係が作れない。 ・学級における話 し合いを大切にしたいと考えるが、そ

・奉仕活動などには、機会があれば参加 しようとしてい のための時間が不足 している。

る 。 ・生徒一人一人のよさを発揮できる場が必要だと感 じて

・自ら考え、行動する力が不足 している。 い る 。

・学級活動を指導に計画性が不足 している傾向がある。

・生徒一人一人の居場所を学級にっ くる工夫を必要とし

て い る。

副 主 題

生徒の創意が生きる学級活動の工夫

研 究 の ね ら い

1.創 意とは何かを明らかにする。

2.生 徒の創意を生かす学級活動指導上の条件を工夫する。

3.生 徒の創意を生かす学級活動の指導計画の工夫。

仮 説

創意は生徒だけで引き出されたものではなく、教師のはたらきかけや待っ姿勢

と生徒の気づき、体験的活動によって発揮されるであろう。

研 究 の 内 容

1.『 創意』 とは 「生徒一人一人が集団や社会の一員 として積極的に考える態度」 ととらえる。

2,受 容的雰囲気づくりの中で教師の生徒へのかかわり方の工夫

3.場 や機会の設定(モ デルの提示や教師のア ドバイスなど)

研 究 方 法

1

2

00

4

研究構想図の作成

個と集団の理解にっいての実態調査と分析

授業研究の実践と検証

評価のあり方○総括的評価(活 動の開始時、活動の展開、活動のまとめ)○ 形成的評価(指 導、援助)

ま と め と 今 後 の 課 題
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⑦ 生徒の現状 と教育側 の現状 と課題 の分析

平成14年 度施行 の学習指導 要領 を視野 に入 れた副主題設定 を考察 してみた。 その要素 とな

る 「学校 への期待」「特別活動の 目標」「生徒 の現状」「教員側 の現状 と課 題」 を十分 に討 論

し、再度確認 す る必要性 を認 あ、主題 と副主題の整合性 を高め るよ う検討 した。

O「 学校 への期待」 は中央教育審議会の答 申を受 け、社会や地域 、家庭 との連携 を より深 める

もの ととらえ、生涯 にわた って学習す る態度の育成。不易な もの と流行 を しっか り認 識す る

ことと考 えた。

○ 「特別活動 の目標」 は学習指導要領の 目標を その まま研究構想図 の要素 として とり入 れた。

○ 「生徒 の現状」 は学級活動 の中で どのよ うな対応が望 まれ るのかを明確 にす るため次 のよ う

なア ンケー トを行 った。

離 羅 騨驚;寛三纏 蒙翻 阿 「
{③ あなたは・学級の中で困・塒 どうしますか・l

l④ あなたが・ 自 らすすんでや ・てみた… とは何 ですか.{

L壁 璽 ・は、簾 的にボ・・テ・ア活動に参加していますか。!

〈 ね らい〉

① 「自 ら課 題 を発 見 し、 課 題 を解 決 す る能 力 の育 成 」 に対 応 す る資 質 を 問 うこ と をね らい

と した。

② 不登 校 が増 加 傾 向 に あ る こ と、 お互 い の個 性 を 認 め る な ど、 学 級 に受 容 的 な雰 囲 気 を 醸

成 す る生 徒 一 人 一 人 の 資質 を問 う こと をね らい と した。

③ 課 題 解 決 の方 策 を ど の よ うに学 級 活 動 の 中 で 生 か せ るか を ね ら い と した。

④ 生 徒 の興 味 ・関 心 を学 級 活 動 の 中 で 生 か せ る題 材 づ くりの 発想 の材 料 とな る もの を ね ら

い と した。

⑤ ボ ラ ンテ ィア活 動 を 、 道 徳 、総 合 的 な学 習 の 時 間 、特 別 活 動 を 中心 と した あ らゆ る場 面

で 取 り上 げ る よ う重 視 され た こ とを受 けて、 学 級 活動 で の意 識 を調 べ る こ とを ね らい と し

た。

〈 回 答 〉 ※ 調 査 対 象 は7校233名

Oi __,028%
12%一一,_

13 圧 藤 、1

』 ・あ詞

監ヨ
25 3%

牒…
i -」

b友 達1

隔 わか・剣

摺農雛解決1
順 先生!

L・ ・他」

④1位 は部活 で11%、 後 は多岐 にわ た った。⑤ お よそ半数以 上が何 らかの形で参加 してい た。

○ 「教員側 の現状 と課題」 は研究員が所属す る学 年教員 に記述 式で ア ンケー トを行 った。 その

結果、 ほぼ共通 の現状分析 と課題確認を行 うことがで きた。
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(3)授 業研究の実践 と検 証 漸

① 「人間関係 を深め るた めに」 につ いての学級活動

ア 検証授業1(S中)

の 指導計画

(i)題 材名 第1学 年 「人間関係を深めるため に」

② 自己表現力 をつ ける

(ii)題 材設 定の理由

平成14年 度施行の新学 習指導要領 の特別活動 において、 「好 ま しい人 間関 係 の醸

成」 「基本的 モ ラルや社会生活 のルールの習得」「協 力 して よりよい生活を築 こうと

す る自主 的、 実践的態度 の育成」 「ガイダ ンス機能 の充実」等 が示 され て いる。 ま

た、 具体的事 項 と して学級 活動 にお ける生徒の 自発的、 自治的な活動 の推進 と人間

と しての生 き方の指導等 の充実等 が示 されて いる。現 在、中学校 にお いて は、不登

校、 い じめ問題、校 内暴 力や非行 の問題 な ど様 々な問題が現れて いる。 それ は、 学

校教育の在 り方 に関わ る問題であ ると同時 に生徒 た ちを取 り巻 く社 会環境、家庭 環

境な どの変化 と深 くかかわ り、生徒 が共 通 に直面 す る課題 と して、 人間関係の希 薄

化や 自己の喪 失 といった状 況があ る。

学級活動 にお いて、 今後 ます ます人 間的なふれあ いの場、生徒一 人一 人の居場 所

づ くりが強 く求め られ る。 その中で、生 徒一 人一 人が創意を発揮 し、主体的活動 を

す るには、他者 と異 な る部 分を認 め、共 感 し、 自分 を表現す る力の育成を 目指 した

指導 に重点 を置 く必要 があ ると考え、題 材を設定 した。

(iii)指 導 のね らい

い くっかの感情 を非言語 的表現 で相手 に伝え ることを通 して、 自分 の感情 を伝 え

ることを体験 し、各 自の表 現力を高 め るよ うにす る。

Gv)指 導 の過程

④ 自分 の よさを見っ ける

⑤ 自分 の よさを表現 す る(本 時)

◎他 の人を理解 す る

④ 自分 も相手 も大切 にす る話 し方 をす る

(v)本 時の活動 のテーマ 「自己表現力 をつけよ う」

(vi)活 動 のね らい

@自 分 の感情 を相手 に表現 で きるか

⑤相手 の感情表現 を受 け止 め ることがで きるか

◎相手 の話 を真剣 に聞 くことがで きるか

(vii)本 時の展 開(資 料1参 照)

(VIII)評価 の観 点

④人 とや りとりす る際の表現方法 を理解 で きたか

⑤ 自分 の生活 の中で 自己表現 す る意欲 が もてたか
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←f)検 証授業の中 にみ られ る課題

(1)事 前 の準備 はほぼ予定通 り行 うことがで き、10月12日5校 時 の検証授業 で は、

生徒 はのびの びと自主的、 自発的 に活動 に参加 した。 活動 のね らい はおおむね

実現で きたと考え る。 しか し、研究協 議の中で、以 下の ことが課題 と して指摘

され た。

@教 具の工夫

⑤教師主導型で、教師が話 しす ぎていな いか

◎教師の働 きか けや待 つ姿勢 は うま くで きていたか

@「 考えてみ よう シー ト」 を今後 どのよ うに生か してい くか

⑨生 徒が 自ら課題 を見っ け、 よ りよ く問題 を解決 したか

(資料1)学 級活動 案

指 導 事 項

指

導 陵 業
の紹介

学 習 内 容 ・活 動

・前回授業で学んだ ことを

確認す る。

i.授 業 の ね らい を 伝 え る。

指 導 の 留 意 点 1評価の観点

の

開

始

-l

・授 業の流 れを生徒 司

知 らせ る。l

i・ 板書 す る。t

l憾 情 を表現 しよ うJ

卜 本時のねらいがわか1
る よ う に説 明 す る 。

活

動

の

聯 につ いて考 ド みんなが知 ・て1'る 「感1・ 発表 して もら・た中

え る。 情 」 を 発 表 して も ら う。

籍 情を表ド4つの感情の… つを!・撫 酬
1(顔 を隠 す教 具用意)1

表情で表現する。

1声 で獺 す る・

展i

l

l

開

i
l

る。

・グル ー プ で伝 わ って き た

感 情 を 発 表 して も ら う。

・む か し話 「桃 太 郎 」 の 冒

灘欝1総 窯
感情 を込めて読 む。 聞 き1

役は 目を閉 じて相手 の劃

に意識を集中させ、伝わ。1

て きた感情 を発表 して も1

らう。i

}
か ら4っ ぐ らい の感1

情を取吐 げる。1

L人 の発表

謙
・桃太郎のプ リン トを{

.蜘 ㍍i
変える・とで憾 副

が 表現 で きる こ とを1

話 すQl

i

{

一6一



i露

活 ま とめ
・今 日の 授業 で 気 づ い た こ

動 と 、 感 じた こ と 、 こ れ か

の

ま
らの 自分の生活 に生かせ

と そ うと思 うこ とを 記 入 す

め
る 。

(ウ)ま と め

(i)「 考 えて み よ う」 シー トの結 果 か ら(学 級 の 人 数31名)

「感情」 を恥ずか しが 「感情 」 を表現す るこ

らず に表現で きた とが、恥ずか しか った

相手 の感情表現を しっ 相手の感情表現 を しっ

か りと受 け止 める こと か りと受 け止 める こと

がで きた がで きなか った

自信 を もって授業 に参
授業 のと き不安 だ った

加す る ことがで きた

自分 に正直 にみん な と 自分に正直になれなかっ

接 す ることがで きた た

相手 の話 を真剣 に聞 く 相手 の話 を真剣 に聞 く

ことがで きた ことがで きなか った

授業 に楽 しく参加 す る 授 業 はっ ま らなか った

ことがで きた

今 日の授 業 で 、 何 か話 した い こ とや 意 見 ・感想 ・質 問 な どが あ り ます か?ど ん な こ

とで もか まい ませ ん か ら、 自由 に書 いて み よ う。

-7一

い ど い ど
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〈 生 徒 の言 葉 〉

・相 手 に感情 を伝 え るの は恥 ず か しいけ ど、 伝 わ った と き うれ しか った。

・み ん な受 け取 り方 が違 うの で誤 解 の原 因 に な って しま う と思 った
。

・や は り体 の一 部 で感 情 を表 す の は難 しか った。 感 情 は体 全 体 で 表 した方 が い い と思 った
。

(の ア ンケ ー ト集 計 の結 果 か ら

多 くの生 徒 が授 業 に積 極 的 に参 加 で き、 感 情 の表 現 方 法 や それ を 受 け と あ る難

しさ や、 大 切 な こと を理 解 す る こ とはで きた よ うだ った。 しか し、 今 後 の生 活 の

中 で、 他 人 と協 調 す る こと、 学 級 生 活 上 の 諸 問 題 を 協 力 しあ って 解 決 しよ うとす

る際 、 自分 の意 見 を発 表 す る な ど、 今 後 の あ り方 まで 、 この 授 業 で 深 め る ことが

で きた と思 わ れ る。

イ 検 証 授 業2(K中)

今 回 は11月 に行 わ れ た音 楽 祭 の 後 に授 業 を行 った。 音楽 祭 の練 習 や本 番 で の 活動 を思

い起 こ し友 だ ちの よ い と こ ろを 見 っ けよ う と い う授 業 で あ る。

の 指 導 計画

(i)題 材 名 学級 内 の 人 間 関係 を深 め る

(ii)題 材 の流 れ

(a>自 分 を知 る。

(b)自 分 を 表現 す る。

(c)自 分 を理 解 す る こ と と他 の人 を理 解 す る。(本 時 は3時 間 の うち の2時 間 目)

(iii)本 時 の指 導 のね ら い

・自分 や級 友 に対 して の い ろ い ろ な よ さ を人 か ら聞 くこ と に よ り自分 が 気 づ か な

か った面 を理 解 す る。

・肯 定 的 な言 葉 を使 って 表 現 す る こと に よ り
、 学 級 の 信 頼 関 係 を 育 む 。

・将 来 、 社 会 に 出 た と きの よ り よ い入 間 関 係 の 形 成 に 役立 て る。

IV)本 時 まで の 取 り組 み

・音 楽 祭 の 翌 日 の ア ンケ ー トを と る
。(資 料1参 照)

・学 級 の リー ダ ーが そ の ア ンケ ー トの集 計 を して肯 定 的 な 言 葉 を 出 す
。

(v)本 時 の展 開(資 料2参 照)

(-r)検 証 授業 の 中 に 見 られ る課 題

事 前 の準 備 は ほ ぼ 予定 通 りに行 う こ とが で きた。11月11日 の検 証 授 業 に つ い て は 、

生 徒 は班 長 の リー ダー シ ップ の も と全 員 が 和 や か な雰 囲 気 の 中 で活 発 に活 動 し、 本 時

の ね らい に近 づ く こ とが で きた。 しか し、 研 究 協 議 の中 で 、 以 下 の点 が 課 題 と して指

摘 され た。

(i)本 時 の 〈展 開 の4>で 席 を班 の形 に して お くと生 徒 は先 に メ ンバ ー と相 談 して

しま い、 ワ ー ク シー トの 記 入 時 の 話 し合 いが ス ム ー ズ に いか な い。

→ 展 開 の5で 席 を 班 の 形 に した。
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(i)ワ ー ク シー トに書 き込 む の に時 間 が が か る ので 工 夫 が 必 要 で あ る。

→ キ ー ワー ドの み を書 か せ る よ うに した。

→ 活 動 場 面 集 は生 徒 一 人 ひ と りに 当て は ま る よ うにす る ので 、 こと ばが 多 くな

るが見 やす い よ うに工 夫 す る。

(皿)教 師主 導 の と ころ と生 徒 主 体 の部 分 を区 別 す る。

→ 進 行 の区 切 りの と ころで 教 師が 時 間 的 な配 分 を指 示 す る。

活 動 内 容 指 導 の 留 意 点 評 価 の 観 点

活 1.前 回 まで の 流 れ を 確 認
動
の 2.本 時 の 内 容説 明

・黒板 を 使 って ね らい を 明 らか

開
始

・班 員 の 良 い面 を 見 っ け る。 に す る 。

・気 づ か なか った 面 を 知 る。

3,(ワ ー ク シ ー トの 配 布) ・班 の代 表 にわ たす よ うにす る。

(資 料2参 照)

活 4.活 躍場面集の中か ら班員 に当 ・音楽祭 の場面を思 い出 させ る ・積 極 的 にか っ

て は ま る もの を 選 び ワ ー ク シー よ うな 助 言 を す る。 真剣 に考えて

トに記 入 す る。 ・番 号 で な くキ ー ワ ー ドで 書 か い る か 。

動
せ る 。

5.班 の中 で 選 ん だ 言 葉 を それ ぞ ・班 の 形 に す る
。 ・班 長 の 司 会 に

の れ 出 し合 い、 気 づ いて い な い部 ・班長が司会す るよ うに助言す よ り円滑 に発

分 が あれ ば ワ ー ク シー トに記 入 る 。 表がで きたか。

展
す る 。 ・自分 と の 違 い に気 づ か せ る。 ・活発 な意見交

換が され たか。

6.ワ ー ク シ ー トを も と に 一 人 一 ・まず 、 教 員 側 か ら具 体 的 な例

開 人 の よ さ を認 め合 う。 を 出 し、 そ の後 班 の 中で 生 徒

同 士 で 例 を 出 し合 う。

・相 手 に対 す る言 葉 に配慮 す る。

7。 班 長 が 班 の意 見 、 内 容 を発 表 ・担任が活発 な話 し合 いが行 わ

活
す る 。 れて いた班 の紹 介等 を行 う。

動

の

ま

と

め

8.人 間 と して よ い と ころ を見 っ

け る こ とにっ いて 担 任 の ま と め

を行 う。

9.「 考 え て み よ う シー ト」 に 記

入 。

評 価 ・班 員 の よい と ころ を積 極 的 に 探 そ う と した か。

・自分 を 含 め班 員 の気 づ か な か った よい一 面 を知 る こ とが で き たか。
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{ウ)ま と め

生 徒 か らは 「み ん なの 知 らな い面 が わ か って よ か った。」 ま た 、 授 業 中 に は お 互 い

の よ い と ころ を伝 え な が ら照 れ た りす る場 面 もみ られ た。 以 上 の結 果 か ら ほ とん どの

生 徒 が 今 回 の授 業 で 仲 間 の よ い と ころ を 見 つ け た り、 気 づ い た りす る こ との大 切 さ感

じ られ 受 容 的 雰 囲 気 をっ くる き っか けが で きた よ うに み られ る。

(i)考 え て み よ う シー トの集 計結 果 か らの考 察

集 計 の結 果 か ら見 る と、 ほ とん どの生 徒 が本 時 の指 導 の ね らい で あ る仲 間 の よ

い と ころ を積 極 的 に見 つ け よ う と し、 新 た に仲 間 の よ い と ころ を知 る こ とが で き

た とい え る。

ま た、 感 想 か ら もあ る よ うに 仲 間 の よ い と こ ろを知 る こ とは良 い こ とだ(=大

切 だ)と い う気 持 ちが 生 徒 の 多 くに芽生 え て い る。

(ll)今 回 の授 業 の 成 果

前 回 の検 証 授 業 で は 自分 の感 情 を 表現 す る こ とを 中心 に行 った が、 今 回 の授 業

は、 さ らに進 めて 人 間 関 係 を 深 め る こ とを 目的 に した。 授 業 の な か で肯 定 的 な こ

とば を 出 し合 うこ と に よ り、 自分 が 認 め られ て い る と い う気 持 ち を体 験 を し、級

友 の よ い面 を認 めて い くこ とが で き た。 これ らが 自分 の意 見 を しっか り言 う こ と

が で きた り、 授 業 を楽 し く行 うこ と を始 め て で き る こ とにっ なが るの で はな いか。

後 日、 担 任 と生 徒 と の会 話 の 中 で級 友 のよ い と ころ に気 づ い た ことが話題 にの ぼ っ

た ことが あ った。 級 友 の よ い と こ ろを 認 あ る気 持 ちが生 徒 の 中 で増 え て お り、他

の授 業 に もよ い影 響 を及 ぼ して い るの で はな いか と考 え る。

(資 料1)

i.伸 間の良いと ころを
積極的 に見っける
ことができた。 「「L。

そ
う

で
あ

る

や

や

そ
う

で
あ

る

ど

ち
ら

で
も

な

い

や

や

そ
う

で
あ

る

15

そ
う

で
あ

る

14

仲間の良 いところを
積極的 に見つ ける
ことがで きなか った

is

2、 今 まで気付かなか った
仲間の一面を知ること
が できた。

10
6今 日の授業で新 しい

仲間の一面を知ること00
は無か った。

璽難

距.

ミ ゴマ

夢難 ・尋
騨 〃

,

璽

ー

勲婁

娩
ギ・
、
'瀧＼ 噸 負`

囁"
・達

1514

・鰻 撫 ・「匹 。。

4.仲 間の意見を真剣 に
ψ 聞 くことができた。

1414

iL⊥ 。

10師

自分 の意見を言 うこと
が できなか った。

5、 今 日の授業を楽 しく
行 うことができた。

仲 間の意見を真剣に聞
くことがで きなかった。

今 日の授業 はっま らな
かった。
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(血)検 証授業案(学 校生活の中でよ りよい人閣 関係 を作 るための試 み)

前 回のK中 の検 証授業案 を改定 した ものを用 いて、N中 で再 度検 証授 業 を試 み る。

学 校行事(音 楽 祭)の 場面 だけでな く、学校 内の生活全般 を通 して、生徒 の良 い面

を引 き出す ことによ り、生徒相互 のよ り良 い人 間関係 を作 る。 これによ り学級 内の信

頼 関係を形成 す ることがで きると考 え る。

ワークシー トに記入す る時間 を短縮させるため、キーワー ドとな る言葉を記入 させる。

(iv)本 時の指導 のね らい

・学校生活 を通 して、 自分 や級友 のいろいろな良 さを知 る ことによ り、気づか なか っ

た面 を理解す る。

・肯定的 な言葉 によ り、学級内 の和やか な人間関係 をは ぐくむ。

・将来、社会 に出 た時 のよ りよい人間関係の形成 に役立て る。

本時の展開

活 動 内 容 指 導 の 留 意 点 評価 の観 点

活 1.前 回 ま で の流 れ を確 認

動
の 2.本 時 の 内容 の説 明 ・黒板 を使 い本時 のね らいを

開 ・班 員 の良 い面 を見 っ け る。 明 らか にす る。
始 ・気 づ か な か った面 を知 る。

3.(ワ ー ク シ ー トを 配 布) ・時 間 の 目安 を伝 え て お く。

活
4.活 動 場 面 集 の 中か ら班 員 に

当て は ま る もの を選 び ワ ー ク

・生 活 面 ・学 習 面 で の場 面 を

助 言 す る。

・積極的 にかっ真

剣 に考え ている
シ ー トに キ ー ワ ー ドを 記 入 す ・キ ー ワー ドを直 接 書 か せ る か 。

動 る 。 よ う に す る 。

・司 会 進 行 に配 慮 す る。

5.班 長 が 司 会 を しなが ら、 班 ・座 席 を班 の 形 にす る。 ・班 長 の司 会 に よ

の の中で選んだ言葉をそれぞれ ・自分 との違 い に気 づ かせ る。 り円滑 に発表が
出 し合 い、 そ の 人 につ いて 自 ・進 み 具 合 を み て 助 言 す る。 出 来 た か 。

分が記入 して いな い言 葉があ ・相手 に対す る言葉 に配慮す
展 れ ば 、 そ れ を ワ ー ク シ ー トに る 。

記 入 す る。 ・委員会活動、 学校行事な ど

開
6.ワ ー ク シ ー トか ら一 人 ひ と

さまざまな面 を助言す る。
・出来 るだ け具 体的な例を出 ・活発な意 見交換

りの特 に良 か った こ とを 確 か さ せ る。 が され た か。

め合 い発 表 す る。

7.こ れ か らの学 校 生 活 の 中 で ・発 言 が活 発 に 出 るよ うに助

活 良 い面 を どう伸 ばすか考 え合 言 す る。

動 い、 い くっ か の班 よ り発 表 す

の る 。

ま

と

8.担 任 か ら本 時 の意 義 に っ い

て の ま とめ を行 う。

・座 席 を もどす 。

め 9.「 考 え て み よ う シ ー ト」 を

配 布 し記 入 す る。

評 価 ・班 員 の良 い と ころ を積 極 的 に探 そ う と した か。

・自分 を含 め班 員 の気 づ か な か った良 い面 を知 る こ とが 出来 た か
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6

ア ン ケ ー ト

i.学 校生活のいろいろitん 番まっている人をあげてください

2.あ げた人はどのような場面でがんじごっていたか＼具体的に書いてください

3.こ れからの学捺生活でどういう点をがんばりたいと思うか書いてください

(v)N中 におけ る検証授業 において、予想 さ

れ る生徒 の様子や成果

・一 つ の学 校 行 事 の場 面 だ けで な く、 学 校 全 般

を通 して使 用 す る ことが で き る。

・班 長 を中 心 に して 生 徒 自身 が 、 主 体 的 に授 業

に参 加 し取 り組 め る。

・生 徒 が 肯 定 的 な言 葉 を 使 う こと に よ り、 和 や

か な雰 囲 気 が 出て くる。 これ が 、 よ り良 い人

間 関 係 の形 成 にっ なが る。

・学 級 活 動 を通 して 、 生 徒 自身 や 級 友 の い ろ い

ろ な良 い面 を発 見 した り認 め るこ とが で きる。

・学 級 内 で 生 徒 間 に、 受 容 的 な雰 囲 気 が で きれ

ば学 級 内 で の生 徒 の 居 場 所 が で き、 「生 き る

力 」 を は ぐ くむ こ と に な る。

・ 「ふ り返 り シー ト」 を 活 用 す る こ と に よ り、

生 徒 自身 が 活 動 の 意 義 を 確 認 で き る。

活躍塙面集(例) 1庫 組 番 氏K

庫 覇一『一一一 『一『

Il:齢 毫灘 鷹 撚 た

3.盒 劉塁の練習のとき、クラスを　

14.j鎚 昌墾のパー トリーダーとして頑張った

Ia.の 盤 として頑張,た

1部 活動

s.に 蜘 している

7,麺 重塑をかげで蚕さえている

8.董 幽 でみんなをまとめている

委員会 ・生徒会活勤

9.蝿 の仕事をよくやっている

エo.塾 の埋 …として頑張っている

学縁内の活動

11.授 業のわからない所を教えてくれる

12.ク ラスの住墨を進んでしてくれる

1aそ うじをいっもきちんとやっている

19.み んなに びかけをしていた

15.授 業中積極的に蟄 至

is.眠 入のことをよく拠 遁

17.翌拠 の時姿勢がよい

ia.塑 を良 くやっている

下線部をワークシートに記入する
一

i

ー

ー

」

ワ ー ク シ ー ト

顧

の名

前

左の中からあなたが恩う瑳員のaい

ところを選んで君葉で書いて くださ

い(キ ーワードで)

あなたが気づかなかった斑員の一面

(#一 ワー ドで)

自

分

一 一

一

一
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3研 究 の ま と め と今 後 の課 題 聖"

(1)研 究 の ま と め

今 回 の研 究 で は、 学 級 活 動 の信 頼 関 係 を は ぐ くむ こと を取 り上 げ、 そ こ に生 徒 自身 の 創 意

が生 き るよ うに研 究 す る こ とを テ ー マ に した。 フ ォー マ ル な集 団 で あ る学 級 の もっ 意 義 は大

きい と考 え、 個 性 を重 視 す る こ とを念 頭 に置 き、 互 い を認 め あ う こ とので き る豊 か な心 を は

ぐ くむ学 級 活 動 を大 切 に して い く こ とは、 学 校 生 活 の基 本 で あ る。 そ の た あ、 互 い の よ さ や

自 らの こ とが気 付 くよ うに授 業 研 究 を行 った。

① 検 証授 業1

(1)班 長 会 を組 織 し、 自治 的活 動 及 び、 司会 と して の方 法 を生 徒 自身 が 身 につ けて い く必

要 が あ るた め そ の 指導 を必 要 とす る。

② 授 業 の ね らい を 理 解 し、 教 師 の願 い と生 徒 の願 い を共 有 す る こ とが 大切 で あ る。 そ の

た め に教 師 の視 線 を 、生 徒 の 目の 高 さ にす る こ とが 大 切 で あ る。

㈲ 教 師 は4月 当 初 よ り受 容 的 な 雰 囲 気 作 りを 意 識 して 行 う必 要 が あ る。

(4)そ の上 で 教 師 の 「待 っ 姿 勢 」 を大 切 に して 生 徒 の話 し合 い活 動 が 流 れ る よ うに見 守 る

こ と も大 切 で あ る。

(5)感 情 を テ ー マ に した授 業(検 証 授 業1)が あ るが 、 特 別 活 動 と して の人 間 関 係 に視 点

を あ て た教 師 の指 導 ・助 言 が 大 切 で あ り、 「待 っ 姿勢 」 との 兼 ね 合 いが 難 しか った 。 そ

れ は、 生 徒 と教 師 の信 頼 関 係 に よ り培 う もの で あ る。

② 検 証 授 業2

(1)検 証 授 業1の 反 省 を生 か し、 「待 っ 姿勢 」 を 大 切 に した。

(2)生 徒 の互 い の よ さ を発 見 し、 認 め あ う内容 に した。

(3)授 業 の ね らい を教 師 の こ とば だ けで な く、 黒 板 を利 用 しテ ー マ を あ げ た り、教 具(マ

グネ ッ トシー ト等)を 工 夫 した り して、 視 覚 的 にイ メー ジ させ る方 が効 果 的 で あ る。

(4)趣 旨説 明 は導 入 と して生 徒 全 員 の意 識 を高 め る必 要 か ら、 座席 はす べ て教 師 の方 に 向

か せ た後 グル ー プ編 成 と した。

⑤ グル ープ に よ る話 し合 い活 動 の後 に互 い の 良 さを認 め合 うだ けで な く、 いか に 発展 さ

せ て い くか が重 要 で あ り、 課 題 で あ る。

⑥ 教 師 は 日常 の生 徒 の 活動 を把 握 して お くこ とが 、 助言 の 際 に生 き る言 葉 とな る こ とが

わ か っ た。

② 今 後 の 課 題

学 級 活 動 にお いて 「生 き る力 」 を は ぐ くむ こ と にっ いて は、 学 級 全 体 の信 頼 関 係 を 深 め て

い く ことが 重 要 で あ り、 学 級 活 動 を 展 開 をす る際 、 生 徒 相 互 の関 係 を改 めて 見 直 す な ど工 夫

を重 ね て い く ことが 必 要 で あ る。 今 回 の授 業 だ けで な く、 学 級 活 動 と して 生 徒 の創 意 が 生 き

る活 動 につ い て、 学 校 行 事 と学 級 活 動 のか か わ りや 、 一 年 間 を通 して、 学 級 活 動 に お け る生

徒 間 の かか わ りに な どっ い て、 今 後 も研 究 を深 め、 生 徒 の創 意 が 生 きる学 級 づ く りを 目指 し

た い。
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皿 第2分 科会

副主題 「生徒の興味 ・関心 に応 じた主体 的な生徒会活動 の工夫」

1副 主題設定の理 由

自然体験や社会体験 な どに対す る生徒の関心 は高 いものの、 自分 の所属す る集団 への帰属意

識や体験活動 の不足が指摘 されてい る。 また、新 学習指導要領 で は、生徒会活動 について、地

域等 にお ける社会貢献 や社会参加の活動を一層重 視 し、活動 内容 と しては新 たに 「ボラ ンテ ィ

ア活動 など」 を積極的 に取 り入れ ることが強調 されて いる。 これは生徒会 と しての ボラ ンテ ィ

ア活動 は もとよ り、地域 の人 々との交流や学校 間の交流 な どを進め、 自主 的、実践的な態 度や

社会性の育成 を図 ることを重視す るものであ る。 そ こで本研究 では、社会性 や豊 かな人 間性 を

培 い、 自己実現 に向か って 「生 きる力」を は ぐくむ ことをね らい と して、生 徒の興 味 ・関心 に

応 じた主体的 な活動、特 にボラ ンテ ィア活動 の実 践 に重点を置 き、上記 の副 主題 を設定 した。

2研 究の 内容

(1)研 究構想図

研究主題 生徒が主体的に創造力を発揮 し、「生きる力」をはぐくむ特別活動の工夫

《生徒の実態》 《指導の現状と課題》
1.集 団へ の所属意識が低 い。 1.生 徒が主体的に工夫 した り、活動する場

2.生 徒会(活 動)に 対する主体性が乏 しく、 が少 ない。

受 け身 である。 2.生 徒会活動の活性化のたあに、組織の見

3.体 験的活動に対する関心は高い。 直 しが必要である。

3.動 機づけを高めるための工夫が不足 して
い る。

4.教 員間の共通理解 ・連携が不十分である。

《副主題》

生徒の興味 ・関心に応 じた主体的な生徒会活動の工夫

i
《研究 のね らい》

①自己の集団への所属意識を高める

②自主的 ・実践的態度を育成する

③体験的活動の場をっくる

i
《仮説》

生徒の興味 ・関心をひきだ し、体験的活動の場 としてボランティア活動の機会を設定すれば、豊

かな人間性 や社会性 が培 われ る。 また、 この活動 を自発的 ・自治的 にすす あて い くことによ り、集

団 への所属意識 も高 ま り、 自己実現 につなが るであろ う。
1

-

り
白

0
0

4

《研究内容 ・方法》

研究構想図
意識調査

ねらいを踏まえた主体的な生徒会活動の工夫

活動の実践例

研究のまとめと今後の課題
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(2)学 校 および生徒会活動 に対す る生徒の意識調査さ分析

意識調査 に先が けて、生徒会役員 にア ンケー ト調査 を行 った。 そ こには、学校生活 を向上

させ るための組織 と して の生徒会 の重要性への認識 と自分の学校 に対す る誇 りや 自負心が あ

ふれて いた。 しか し 「生徒会活動=生 徒会役員の活動」 とな って いる現状が ある。

そこで、生徒会活動を全生徒の活動 と してい くため に6校 の各学年1ク ラス(18ク ラス、

539人)に つ いて意識調 査を行 った。 この調査で、生徒 会役員 と一般 生徒 との間 に意 識 の違

いはあ るのか、生徒 にどのよ うに働 きか けてい けばよいのかを探 った。

① 質 問内容 と結果

質 問1あ なたは学校 のど こが好 きですか。(ど んな ところに誇 りを持 って いますか。)

(記入式回答)

質 問2学 校 に どんな特色 があ るといい と思 いますか。(選 択肢複数回答)

・そ の他(個 性 的 な生 徒 が 多 い、 ア メ リカ との交 換 授 業 、 クー ラー が あ る、 授 業 の レベ ル

が 高 い、 良 い先 生 が い る、 校 歌 を大 き な声 で 歌 う、 夢 が あ る、 施 設 が きれ い等)

質問3ず ば りききます。学校 に 「生 徒会」 という組織 は必要ですか。(選 択肢回答)

必要でない 難購鯉欝叢
農

8.5%1

質 問43で 答 え た理 由 を教 え て くだ さ い。 な ぜ、 そ う思 い ます か。(記 述 式 回 答)

《必 要 で あ る》

・生 徒 の中 心 に な って ま と め て くれ る人 が 必 要 だか ら
。

・い ろ い ろ な行 事 を企 画 して くれ て 学 校 が 楽 し く
、 良 い雰 囲 気 に な るか ら。

・学 校 を 変 え て い け な いか ら
。

《必 要 で な い》

・生 徒 会 に どん な意 味 が あ るの か わ か らな い し
、 な くて も困 らな いか ら。

・活動 して い るの か、 して いな い の か わ か らな い か ら。

・決 ま った こ と は職 員 会 が承 認 しな い と決 ま らな い の で
、 先生 が 決 め るの と同 じだ か ら。
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《わ か らな いか ら》

・生 徒 会 の こ とが よ くわ か らな い か ら。

・な ん か、 生 徒 会 の 中 だ け で楽 しん で い る よ うな気 が す るか ら
。

・必 要 な と き とそ うで な い と きが あ るか ら。

質 問5生 徒 会 活 動 の 中で 特 に関 心 が あ る もの に○ を っ けて くだ さい。(い くつ ○ をっ け

て もか ま い ませ ん)

質問6あ な たが生徒会 の一員 と してや ってみたい ことはあ りますか。(記 述式 回答)

・その他(環 境問題 につ いて考 える
、他校 と交流 したい、未成年 の主張等)

質 問7あ なたは生徒会 の一員 と して何がで きますか。(記 述式回答)

・そ の 他(規 則正 しい 生 活 を す る、 自分 の意 見 を持 っ、 規 則 を守 る、 下 級 生 に学 校 の こ と

を 教 え る、何 か はで き る、 い ろ ん な こ と、 な ど)

② 調 査 の結 果 の傾 向 と分 析

「学 校 の ど こが好 きか(誇 りを持 って い るか)」 を 問 う こ とで 学校 へ の所 属 感 を は か り、

さ らに 「ど ん な特 色 が あ れ ば い いか 」 を問 い、 学 校 生 活 へ の願 い や集 団 を向 上 させ よ うとす

る意 識 を確 か め て み た。 各 学 校 の特 色 や発 達 段 階 に よ って 違 い は あ った ものの 、 予 想 以上 に

学 校 生 活 に対 す る意 識 は高 か ったが 、 生 徒 会 活 動 に積 極 的 に参 加 して い こ うとす る生 徒 は少

な く、 生 徒 会 の存 在 意 義 を認 識 して い な い生 徒 も少 な くな い。 そ の 一 方 で 、 生 徒 会 行事 や ボ

ラ ンテ ィア活 動 に対 す る関 心 が 高 い こ とが わ か って き た。

っ ま り、 生 徒 会 活 動 に対 す る意 識 は低 くて も、 み ん なで何 か を して い きた い、 学 校 を も っ

と良 く して い き た い と思 って い る生 徒 は多 く見 られ る。 生 徒 会 活 動 に主 体 的 に か か わ って い

る役 員 の 意 識 が 高 い よ う に、生 徒 の 横 の っ な が りを重 視 した生 徒 会 活 動 を展 開 で きれ ば、 生

徒 の 意 識 は向 上 し、 生 徒 会 活動 も活 発化 して い くの で はな い か と考 え る。

ま た、 ボ ラ ンテ ィ ア活動 な ど、 生 徒 の興 味 ・関 心 に着 目 した主 体 的 な活 動 を促 進 して い け

ば 、生 徒 会 活動 は生 徒 全 体 の活 動 に発 展 して い くの で は な いか と考 え られ る。
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(3)生 徒会活動 におけるボラ ンテ ィア活動 の展開 についての工夫

ア 生徒会活動 と してのボラ ンテ ィア活動 の在 り方

本分科会で は、 は じめ にボラ ンテ ィア活動 の意義 や活動へ の期待 を明 らかに した。

○ 地域社会の一 員であ ることの 自覚 と支 え合 う社会 の仕組 みを考 え る。

○ 社会への貢献 だ けでな く自分 自身を高 め る。

次 に、学級活動 、生徒会活動、学校行事 とボランティア活動 の位 置づ けと関連 を明確 に

した。

○ 学級活動 …… ボ ランテ ィア活動の意 義の理解

○ 生徒会活動 … 社会参加の活動 と自己実現力の育成

○ 学校行事 …… 社会奉仕の精神 を養 う体験

学級活動で ボ ランテ ィア活動 に対す る意義が理解で きた後、 自主的 に実践す る ことで生

徒会活動 と してのボ ランテ ィア活動 にっ なが る。 さ らに学校全体で 自発的、 自治的 に行 わ

れる ことによ って学校行事 にっ なが ってい くと考 えた。

「生 きる力」 とは何か。(本 分科会の共通理解)

◎ 社会姓
・コ ミュニケーシ ョン能力

・人間関係の構築、礼儀

・人間尊重の精神

・観察、理解、判断、表現の力

・情報収集能力

◎ 自己実現の力

・ 「enpower」

(力 を付 ける)

・自分の能力 を発揮 し、

人生設計を して い く姿勢

・自立心、生活能力

◎ 豊か な人間性
・コ ミュニケー シ ョン能力

・感受性 。自律心

・忍耐力(ね ば り強 さ)

・危機察知能力、判断力

・想像力、創造力

イ 生徒会 と してのボラ ンテ ィア活動 の現状 と課題

ボラ ンテ ィア活動 に取 り組んでい る多 くの学校 で は、一 部の有志生徒が参加 して いるに

とどまり、全校生徒の実践力や社会性 を高め るとい う目的が十分 に果 たせてい ない現状 が

ある。 そ こで、 ボラ ンティア活動の在 り方 を見っめ なおす必要が あると考えた。

○ 学級活動、生徒会広報活動を通 じて の生徒の意識づ け

ボラ ンテ ィア活動 を自主的 に行 う動機づけが必要である。学級活動 としてボランテ ィ

アの意義 につ いて考 える時間 をとる こと及 び情報提供 を行 う。生徒会新聞や生徒朝会

で実践事例 を伝え る。生徒会 の活動方針 を設定す る際、意識調査 や本部役員 と生徒 と

十分 な討議 を行 う。

○ ボ ランテ ィア活動 を充実 させ るための組織的 な工夫

活発 に生徒会活動 を行 っている学校 が新 たな活動 に取 り組 む ことは負担 が大 きいた

あ組織 的な工夫 が必要 であ る。小規模化 している学校 については委員会組織 の見 直 し

か ら委 員会措 置が効 果的であ る。K中 学校 では以前 よ り、生徒会規約 に 「生徒 会長 の

指名で選出 され る。」 と して、「事務局員」 の項 目があ り、 これを活用 して本部役員 と

協力 して広報活動 な ど行 う意欲 のあ る生徒 を募集 し、 ともに活動 を行 ってい くことと

した。 この ような 「仲間づ くり」 を意識 した組織 改編 が有効 であ ると考 え る。

○ ボラ ンテ ィア活動 を展開 してい く上での地域 や教職員 との連携

地域の ボラ ンティアセ ンターとの連携 によ る情報収集 が効 果的であ る。 また、教職

員 の協力体制を整え るために、校 務分掌上 の位 置づ けを明確 にす る必要 があ る。
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〈実践例H中 ボラ ンテ ィア(体 験 的)活 動 の場 を増やすボ ランテ ィア委員会の取 り組み〉

これ まで の 本校 で の ボ ラ ン テ ィア活 動 は、 生 徒 会 本 部 役 員 を中 心 に企 画運 営 され 、 それ な り

に成 果 を あ げ 意 味 あ る活 動 が繰 り広 げ られ て きた。 しか し、 学 校 行 事 に追 わ れ る こと の多 い本

部 役 員 で は 、十 分 な話 し合 いを も った ボ ラ ンテ ィア活 動 に限 界 が あ っ た。 そ こで 、 ボ ラ ンテ ィ

ア活 動 を生 徒 会活 動 と して、 また体 験 的 活 動 の場 と して 今 以 上 に広 く発 展 させ て い くた め に 、

ボ ラ ンテ ィア活 動 を専 門 的 に話 し合 い、 企 画 運 営 す る委 員 会 を 特 別 委 員 会 の 形 で 設 立 した。 特

別委 員会 の形 で設 立 す る こ とに よ って 、 生 徒 は各 種 委 員 と も兼 任 で き、 ク ラ スの 中 で 本 当 に ボ

ラ ンテ ィア活 動 に興 味 関 心 の あ る者 が 集 め られ る と考 え られ た。 そ して、 ク ラ スの 中 に ボ ラ ン

テ ィ ァ委 員 が い る こ とに よ り、 委 員 を通 して一 人 一 人 の意 見 を 聞 くこ とが で き る。 ま た、 ク ラ

スへ の呼 び か け も ス ムー ス に な り、 学 級 、 学 年 さ らに は学 校 全 体 と密 接 な っ な が り を も っ て 、

活 動 が活 発 化 して い く と考 え られ た。

本 実 践 例 は、 以 上 の よ うな考 え方 か ら、 ボ ラ ンテ ィア委 員 会 を 中 心 と した ボ ラ ンテ ィア活 動

の取 り組 み で あ る。

① ボラ ンテ ィア委員会 の位置づ け

一生徒 会組 織図 一

② 今年度の活動および活動計画

特 別
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長
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役
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覚
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轡
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員
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健
委
貝
会

美
化
委
貝
会

生
活
委
貝
会

[王=亙 会

学
年
委
貝
会

学校行事 ボ ラ ンテ ィア の活 動 内容

4月 入学式 ボ ランティア委員会鵬 っくり。

5月 緯の羽根募金活動。 校内に収集ホ亭ックスの設置。

6月 運 動 会

(醐 会当の

運動会たれ幕の作成,運 動会前美化活動の手伝い。

企画『南米接護ホ"ランティア活動への協力』※1

※1保護者、地填に呼びかけて夏物衣類を集めて迭る。

7月 企酊 細 福踊 室1{輔 子鰍 〉

夏休み 取集物(へ"ル マーク、テレカ、使用済み切手)集計。

9月 列 一ン櫨 ①(草むしh)

10月 文化発表会 委員会の発表『ユニセフの活動』と『台湾震災の惨状』

募金活動。

11月 地域『第20回 歩け歩け会』への櫨力。

12月 クリーン作鞍②(落ち葉拾い)→ 焼き芋大会

1月 未 定

2月 未 定

3月 卒業式 クリーン櫨 ③(地蟻翻)

③ 一 例(『 第20回 歩 け 歩 け 会』 へ の協 力)

毎 年11月 に、 本 市 で は青 少 協 主 催 の 『歩 け歩 け会』 が 実 施 され て い る。 この 会 で は、 中 学

生 の ボ ラ ンテ ィア を募 集 して い るが 、 本 校 で は昨 年 まで 、生 徒 会 本部 役 員 を 中 心 と して 数 名

参 加 して い る程 度 で あ った。

そ こで 、 今 年 は ボ ラ ンテ ィア委 員 会 が 窓 口 とな って 、 広報 活動 等 を活 発 に し、 一 人 で も多

くの人 が 進 ん で 参 加 で き る よ う取 り組 み を 開始 した。
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市の青少協より
　　コヰ

・ 「歩 け歩 け会』の案内と協力依頼を受ける
。

↓

委員会(1回 目) ●ボ ランテ ィア委員会が 中心 とな って活動 してい くことを確認す る
。

y

市の青少協へ
担当者 と相談

・具体 的なボ ランテ ィア活動(仕 事)の 内容 の説明 を受 ける
。

・本校 のボ ランテ ィァ参加者 の枠 を20名 分 もらう
。

↓

委員会(2回 目)
話 し合い、準備

●ボ ランテ ィア活動(仕 事)の 内容等
、共通理解を はか る。

・ポ ス タ ー を貼 る
。 「ボ ラ ンテ ィ アだ よ りNa7」 を 作 成。

↓

各 クラスへ ・ 「ボラ ンティアだ よりNa7」 で各 クラスに参加 者を呼びか ける
。

↓

委員会(3回 目)
打ち合わせ

・参加希 望者(18名 中5名 が委員)を 交えての打 ち合 わせ。

・今回の ボラ ンテ ィア活動 の意義 と参加 す る姿勢 にっいて話 し合 う
。

↓

当日、朝(一 ティング)

最終打 ち合 わせ

。市 の担 当者 の方 々 と参加者(5校;計45名)全 員 の打 ち合 わせ
。

・班分 けを し、仕事 の分担 を確認 す る。

↓

実 施
↓

委員会(4回 目)
ま とめ

・参加者全員の感想文

よ り 「ボ ラ ンテ ィア

だ よ りNα8」 を書 く。

慨 蹄槽

・ア ンケ ー トの 集 計
。

七喚黙

羅

難 嚢
,毅 甑 尼疇「
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(写 真1)全 体 ミー テ ィ ング
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ダ
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饗鞭　
∴ 舞 鞠

,
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驚熟し
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5

ブ

タ

ま

.
ム

ゆ
　

響
鐙
嚇

(写 真2)ボ ラ ンテ ィ アの 様 子

ア ンケー ト集 計結 果

※対象:『 歩け歩け会a参 加者t8

あなたにとってボランテ ィアとは何ですか。

O人 助け(人 のためになること)
O人 と人とのふれあい(絆 を深める)
O誰 にでもやる気があればできること。
O心 が成長できる場。
○簡単なお手伝い。

・ ・ …9名

・ ・ …3名

・ ・ …1名

・ ・ …1名

・ ・ …1名

あなたが一人でできるボランテ ィアとして、どんなことがありますか。

O地 域清掃(ゴ ミ拾し、)

Oお 年寄 り.子 供の世話(席 をゆずるなと)

o募 金

oリ サ イクル(エ コロジーl

O困 っている人を助ける

○目の不 自由な人を誘導 するなと。

○積極的にボランテ ィア活勤に参加する。

・ ・ …5名

・ ・ …4名

…3名

・ ・ …2名

・ ・ …1名

・ ・ …1名

・ ・ …1名

孚校でxと 寂ってで 蓉るボランティア(活 動)と しては、とんなものがあ りますか・

or歩 け歩け会」のお手伝い。
O募 金活動(ユ ニセフ等)

○地域清掃(ゴ ミ拾い、草む しり等)

O老 人ホーム訪問。

O障 害者の方々のお世謡.

oペ ルマー久 チ レカ等収集。

・ ・ …6名

・ 一 ・ ・4名

・ ・ …3名

・ ・ …3名

・ ・ …i名

・ ・ …1名

なぜ、今回 「歩け歩け会」のボランティア活動に夢加したのですか.

○ボラ ンティア活勤が好 きだから。

O人 のためにはたらきたい。

O楽 しそう(お も しろそ う)だ か ら。

O講 われたから。

○や ってみようと思ったから。

O自 分にもできることだから.

○や りがいがあるから。

○地域社会の一員として関わりたかった。

○ 『歩け歩け会』が好 きだから。

・ ・ …3名

・ ・ …3名

・ ・ …3名

一 ・-3名

'"・ ・2名

"…1名

一 …1名

・ ・ … 且名

・ ・ …1名

今回のボランティア(活 動)を やってよかったと思うことがありますか。

ある。 … 且7名

O「 ご苦労様」 「頑張って」

O楽 しくて、ためになった。

○知らない人でも.ち やんと挨拶を交わして くれる。

○いろいろな人と話すことがで きた。

○人の笑顔

O充 実感があった。

○友達が増えた。

「あ りがとう」 と再をかけて くれる.・ ・5名

・ 一 一3名

・ 一 一3名

・ 一 一2名

・ ・ 一 ・2名

・ ・ 一 ・i名

・ ・ 一 ・1名

今回のボ ランティア(活 助)を 通 して、あなた自身が変わったところがありi#b。

例えix,Pゴ ミを捨てな くなった』とか、 『人に優しくなった』 とか。

ある。 …13名

○ きちっと(よ く)挨 拶 をするようになった。 '・ …4名

・・…z名

O人 の気持 ちを今まで以上に考えるようになった。 ・…1名

O物 事の見方が変わった。 ・1名

○人 との接 し方が変わった.・ ・…1名

Oゴ ミを拾 うよ うになった。 ・・…i名

0ボ ランテ ィアの関心 が高まった。 ・・…1名

O心 がスカッ トした。 ・1名

O人 に優しくなった.…1名

あなたは、これからもボランティア(活 動}に 積極的に参加したいですか

はい。 …16名

○(人 と人のふれあい等)楽 しかったか ら。

O他 の人に喜ばれるこ と(人 助け)を したいから。 ・…2名

O人 と人の絆を深めるため。

○ボランテ ィア活助に興味があるから。

一 ・-1名

・ ・ …1名

○感謝の言葉が生 きていてよかったと思わせるから。 …i名

Oや りがいがあるから。

いいえ。 ・・2名

○たまに参加するのならよい。
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実践例(U中 学校 ・K養 護学校 との交流 を通 したボ ラ ンテ ィア活動)

U中 学校 で は、 昭和53年 に一部生徒 のボ ランテ ィア形式 によるK養 護学校 との交流を開始 し、

今年 で21年 目を迎 える。 その間交流 は学校行事や、生徒会行事 に移行 され るな ど、 その形 式 や

規模 を変 えなが ら現在 まで継続 して いる。昭和61年 か ら始 まった、全員参加 の車椅子体 験教室

によ って、交流 は生徒 の意識 に も根づ いて いる もの の、近年生 徒会中央役員 と有志 によ る代 表

者交流会 は参加者 も少 な くやや停滞気味で ある。

K養 護学校 との交流 は、生徒 自身 も誇 りと考え るU中 学校 の特色 であ る。今年度 は代表者交

流会 をよ り活発 にす るために、生徒会中央役員のみ に委 ね られていた交流活動 を、行事 を通 し

た取 り組 みや教職員へ のよびか けなどをす ることで、徐々に広 げ る工夫 を試 みた。 その結 果、

代表者交流会へ の参加 も増えっっ ある。

代表者交流会 に有志参加 した生徒の意識を探 ることで、交流 が生徒 に もた らす変化や影響 を

明 らか にす るとと もに、今後の交流の方向にっいて も再検討 したい。

1.今 年度のK養 護学校 との交流活 動(*は 今年度 よ りの試 み)

月 交 流 内 容 参 加 者

6月

K養 護学校体育祭の装飾作 り*

K養 護学校体育祭見学

車椅子体験教室

1年 生 ・美術部

生徒会中央役 員 ・有志

《1年 生全員》

7月 第1回 代表者交流会 生徒会 中央役員 ・広報委員 ・有志

10月 学芸発表会 ポスターにK校 祭の紹介* 学芸発表会実行委員 ・有志

11月

学芸発表会 にK養 護学校生徒作 品展示

学芸発表会で両校 の交流 のよ うすを紹介

K校 祭 にU中 生徒作 品展示

K校 祭見学

第2回 代表者交流会

(K養 護学校教員)

生徒会 中央役員

学芸発表会実行委員 ・生徒会 中央

役員(生 徒 による展示準備*)

生徒会中央役員 ・有志

生徒会中央役員 ・有志

(3学 期) K養 護学校見学会*第3回 交流会* 生徒会中央役員 ・有志

2.実 践例1(車 椅 子体験教室 ・6月18日)

① 事前指導 ・K養 護学校 の紹介(VTRお よびK養 護学校 の先生 による)。

② 当 日の活動 ・K養 護学校体育館 で車椅子体験教室。

9:45

10:00

10:50

開会 式

ク ラス ご と、 さ らに班 ごと に分 か れ て 車 椅 子 の押 し方 を 学 ぶ 。

(K養 護 学 校 生 徒 の車 椅 子 を押 して 、 平 地 ・段 差 ・ス ロ ー プを 体

験 す る。 ま た、 自分 た ち も車 椅 子 に乗 って み る。)

閉 会 式 で感 想 を発 表 し合 う。

③ ま と め ・体 験 教 室 の感 想 を作 文 に ま と め る。
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3.実 践 例II(第2回 代 表 者 交 流 会 ・11月26日)…

① 準 備 ・交 流 会 の 内容 を検 討 、K養 護 学 校 と打 ち合 わせ 。

・朝 会 、 生 徒 会 だ よ りで有 志 参 加 者 を募 る。

② 当 日の活 動 ・K養 護 学 校 図 書 室 お よ び体 育 館 で代 表 者 交 流 会 。

12:00U中 学 校 生 が配 膳 を手 伝 い、 一 緒 に給 食 を と る。(両 校 の生 徒 会

中央 役 員8名 ず つ が参 加 。)

開会 式(あ い さつ、 自己紹 介)。

13:15交 流 試 合(ゴ ロバ レー)。(U中 学 校側 は、 ここか ら有 志 も加 わ る。)

14:30閉 会式(歌 、 あ い さっ)。

③ ま と め ・参 加 者 に ア ンケ ー トを と る。

・交流 会 の よ うす を生 徒 会 だ よ りで紹 介 す る。
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(給 食を食べなが ら自己紹 介) (ゴ ロバ レー の交 流 試 合)

(生 徒会新聞 中央役員発行)
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(生 徒 の感 想 交 流 会 後 の ア ンケ ー トよ り)

今 後 も交 流会 に参加 してみ たい と思 いますか?

・は いi3人 ・いいxO人

それは なぜで すか?

・楽 しか ったか ら。 お もしろか ったか ら。12人

・友達 に なれ るか ら。3人

・友達 に な ったの で、 また会 いた い。

・交流 会が好 きだか ら。

3.交 流会 に参加 して気 付い たこ とや参加 す る前 と後で感 じ方 が変 わ

った ことはあ り ますか?

・参加 す る前は交流 で きるか心配 だ ったけ ど、 とて も楽 しくで

きた。

・最 初は ドキ ドキ した けど、や って い くう ちに楽 しくな った。

・ゴ ロバ レー って何?っ て思 った けどや ってみた ら楽 しか った。

一緒 にで きてよか った。

・K校 の人達 も僕 らと阿 も違わ なか った。

・みん ながん ば ってい るなと[II,i;.う。

。友達 にな れ るか心 配 だった けと大 丈夫で した。

・今 日来て よか った。
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〈実 践 例 〉:T中 学 校 行 事 と して 行 って いる ボ ラ ンテ ィア活 動 に、 生 徒 会 が かか わ った事 例

島 し ょに位 置 す る本 校 は、 全 校生 徒 が34名 の 小規 模 校 で あ る。 学 校 と地 域 のっ なが りは深 く、

あ らゆ る面 で 本 校 に期 待 が 寄 せ られ て い る。 地 域 の人 々 は、 本 校 の さ ま ざ ま な活 動 に対 して協

力 を惜 しまず 、 ま た学 校 側 も積 極 的 に地 域 社 会 とか か わ って い る。 そ の例 と して 、 地 域 とか か

わ る ボ ラ ンテ ィア活動 が 多 い こ とが あ げ られ る。 主 な もの を下 に記 して み た い。

1.本 校 で 実 施 して い る ボ ラ ンテ ィア活 動 の主 な も の

(1)空 きびん回収 …年に二度実施している。生徒が自分の住んでいる地区の各家庭を一軒ずっ回り、空きびんやアルミ缶を

回収する。空きびんは、地域の商店に引き取っていただく。収益金は生徒会費に充てている。

② 地区清掃 … 毎月一度実施している。学区域内のごみを拾ったり、汚れている箇所の掃除をする。

(3)小 中合同空き缶拾い… 年に一度、小学生と中学生が一緒に学区域内の空き缶を拾って歩く。

(4)ア ルミ缶片付け … 学校の敷地内にアルミ缶を捨てる場所があり、年に二度その片付けをする。

(5)敬 老会の参加 … 地元の公民館で行う敬老会の舞台発表で、郷土芸能を披露する。お年寄りにたいへん喜ばれている。

上 記 の活 動 は、 ほ とん ど学 校 が 中 心 と な って 行 って い る。 本 校生 徒 の実 態 と して、 勤 労意 欲

が 高 く、 作 業 や 労 働 を あ ま りいや が らず に一生 懸 命 取 り組 む と い う点 が あ る。 実 際、 どの ボ ラ

ンテ ィア活 動 も、 ま じめ に よ く参 加 して い る。 と は いえ、 主 体性 が乏 しく、受 け身 的 で あ る こ

とは否 め な い感 が あ っ た。

そ こで 、(1)の 空 きび ん 回 収 とい う活動 の な か で、 生 徒 会 が 関与 す る こ とに よ り、 少 しで も意

欲 の高 ま りが み られ 、 自主 的 ・実 践 的 な 態度 が 育 っ の で は な い か と考 え た。

2.空 きび ん 回収 に つ いて

(1)目 的 ① 勤 労 体 験 学 習 の一 環 と して、 空 きび ん

回収 を行 い、 働 くことの喜 びを体 得 させ、

ボ ラ ンテ ィア精 神 を培 う。

② 地 区班 活 動 を通 して、 地 域 の一 員 で あ

る とい う 自覚 を育 て る。

③ この活 動 で得 た資 金 を生 徒 会 活 動 に充

て る こ とに よ り、 生 徒 の励 み とす る。

② 当 日の流 れ

①各家庭か らビン・缶を回収する

③纏鑓与熈 騰貫

灘轟 謬拳簿 蝋
㌦}蘇:∴

㍉掌 〆"㌦ ヒ

鱗
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3.ど の よ う に展 開 したか

空 き び ん 回 収(勤 労 生 産 的 行 事)

学級担任

↓前B#e

團

各地区担当教員(教 務部地域活動)

事前↓指導

麹
…距

翻

h芽

生徒集会(要 項説明、地区打ち合せ)

誕

定例委員会↓

よびかけ 搬
　 饒
(啓発)

↓

〈各生徒が担当戸数に案内状を配布。教師は軽 トラックの借り入れ決定〉

」

(実 施)一 ・ 収益金 …一 生徒会活動費

↓

〈空きびん回収の協力にっいての礼状を、生徒が全家庭に配布〉

4.実 践 を通 して

上 の展 開 図 の なか の太 線 の部 分 が 、 今 回 新 た に取 り組 ん だ と ころで あ る。 か と い って 、 特 に

大 が か りな こ とを行 った わ けで は な い。 生 徒 集 会 の なか で 、 生 徒 会 役 員 が 全 校 生 徒 にむ か って

よ び か け を した だ け の こ とで あ る。 っ ま り、 伝 統 の あ る勤 労 生 産 ・奉 仕 的 な学 校 行 事 と、 生 徒

会 活 動 と して の ボ ラ ンテ ィア活 動 にっ な が りを もた せ た にす ぎな い。 ボ ラ ンテ ィア活 動 を 自治

的 に す す あ るた め の簡 単 な取 り組 み で あ る。

今 後 、 学 校 に お け る社 会 体 験 の積 極 的導 入 がす す め られ、 社 会 の一 員 と して の 自覚 が 肝 要 に

な る。 本 校 の空 きび ん回 収 が、 生 徒 に と って 印象 深 い活 動 に な って い る とい う こ とは、 自主 的

な 態度 が育 ち、 あ る程 度 、 成 就 感 が達 成 で きた か らだ と考 え る。

ボラ ンティア についてのア ンケー ト 集計結果(一 部抜粋)対 象 全校生徒34名

1.学 校 でで きるボ ラ ンテ ィアは(複 数 回答可)

。空きびん回収=22名 ・地区清掃=10名 ・アルミ缶片付け=10名 ・共同募金=3名 ・老人ホームー日体験e2名

2.ボ ラ ンテ ィアをや って よか った と思 った時 はあ りますか

・お礼を言われたとき=9名 ・終わった後よかったと思 う。 さわやかな気持ちになる=6名

・空きびん回収 に行 ったとき、お年寄 りがよろこんでくれた=3名 ・特にない=2名

・空きびん回収 は意外とおもしろい=1名 ・郷土芸能でお年寄 りが喜んでくれた=1名
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3研 究 の ま とめ と今 後 の課 題

(1)研 究 の ま とめ

本 研 究 は、 ま ず主 題 を受 け て、 生 徒 が 主 体 的 に創 造 力 を発 揮 して 取 り組 め る こ と と は何 か を

考 え た。 聞 き取 りア ンケ ー トに よ り、 意 外 に もボ ラ ンテ ィア活 動 に興 味 ・関心 が 高 い こ とが わ

か った。 そ こで、 生 徒 会 活 動 と して、 特 に ボ ラ ンテ ィア活 動 に重 点 を 置 き、社 会 性 や 豊 か な人

間性 を培 い、 自己実 現 に 向か って 生 きる力 を は ぐ くむ こ とを ね らい と して、 様 々 な実 践 を試 み

た。 そ の際 の留 意 点 は、 ① 生 徒 の動 機 付 け を高 め る ため の 工 夫 、② 充 実 した 自発 的活 動 が展 開

で きる よ うな組 織 の工 夫 、 ③ 地 域 と の交 流 や 教 職 員 間 の 連 携 の あ り方 、 の3点 で あ る。

そ の成 果 につ いて 、 以 下 の よ うに報 告 す る。

① 生 徒 の動 機 付 け を高 あ る た めの 工 夫 にっ いて

生 徒 の意 欲 を高 め る た め に は、 知 識 と して ボ ラ ンテ ィ ァ活動 の意 義 を理 解 す る学 習 も同時

に進 め るべ きで は あ るが 、 車 椅 子 や ア イマ ス ク体験 な どの体 験 的学 習 が 大 変 有 効 で あ る。

② 充 実 した 自発 的 活 動 が 展 開 で き る よ うな組 織 の工 夫 につ い て

ボ ラ ンテ ィアを 広 く進 あ て い こ う と専 門 的 に考 え る委 員会 の設 置等 、 組 織 を工 夫 す る こ と

に よ って 、 学 校 ・学 年 ・学 級 と い った集 団 と して の活 動 が ス ムー ス に な り、 日頃 関心 を あ

ま り示 さ な い生 徒 で も、 そ の 活動 の場 面 に触 れ る こ とが 多 くな った。

③ 地 域 と の交 流 や 教 職 員 間 の連 携 の あ り方 に つ い て

ボ ラ ンテ ィア ・セ ンタ ー との 連携 や地 域 住民 の活 動 へ の協 力 を取 り入 れ た、 自発 的 な ボ ラ

ンテ ィア活動 の 展 開 によ り、 生 徒 会 活 動 に地 域 ・社 会 との深 いっ な が りが生 ま れ、 生 徒 に

地 域 ・社 会 の 一 員 で あ る とい う 自覚 が高 ま った。

以 上 の よ う に、 生徒 会 活 動 と して ボ ラ ンテ ィア活 動 を展 開 す る こ とに よ って、 生 徒 は社 会 性

や コ ミュ ニ ケ ー シ ョン能 力 を身 に つ け、 これ らの体 験 が 「生 き る力 」 に結 びっ くと考 え られ る。

(2)今 後 の課 題

今 回 の研 究 に お い て、 そ の基 盤 に据 え て きた仮 説 は、 今 後 社 会 で 求 め られ る 「生 き る力」 が、

ボ ラ ン テ ィ ア活 動 を通 じて、 よ り培 わ れて い く とい う ことで あ った。 ただ し、現 状 の ボ ラ ンテ ィ

ア活 動 の実 践 や そ の段 階 は、 そ れ ぞ れ の学 校 の特 色 ・独 自性 、 ま た は地 域 性 に よ って 様 々で あ

る。 した が って、 本 研 究 は、 生 徒 会 活 動 と して今 後 進 め られ て い くボ ラ ンテ ィア活 動 の ほん の

一 例 に過 ぎな い。 しか し、 共 通 の課 題 は以 下 の通 りで あ っ た。

① 生 徒 会 と して、 自主 的 取 り組 み を重 視 す る た め、 有志 生 徒 が 参加 す る形 態 を と る ボ ラ ンテ ィ

ア活 動 を、 ど の よ うに して 全 校 生 徒 の活 動 と して 広 め て い くか。 そ の た め の広 報 活動 と、学

級 活 動 ・学 校 行 事 との関 連 を ど うと らえ るか 。

② ボ ラ ンテ ィア活 動 の充 実 に は、 地 域 ・社 会 との 交流 ・連 携 が不 可 欠 で あ り、 近 年 地域 の ボ ラ

ンテ ィア活 動 も組 織 的 に充 実 して きて い る。 この点 につ いて は、 まず教 員理 解 が必要 とな る。

③ ボ ラ ンテ ィア活 動 を、 生 徒 の 自発 的 な もの とす るた め に は、 活 動 が充 分 に深 化 で き るよ うに

学 校 体 制 を整 え る時 間 や 活 動 に伴 う費用 の 捻 出 な ど物 理 的 な課 題 もあ る。 これ に つ い て は、

校 務 分 掌 上 の 位 置 づ け等、 各 校 の現 状 を踏 まえ た組 織 の 改定 も必 要 で あ ろ う。
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